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GTFSの取得

GTFSはどこから取得する？

網羅性No.1 カタログ
全国の公共交通GTFS・標準的なバス情報フォーマット(GTFS-JP)オープン
データ一覧@バス時刻表検索

提供者：青い森ウェブ工房　福田　匡彦さん

2024年6月に、国内最強のカタログが公開！

https://bustime.jp/GtfsAgency/gtfs_list/

https://bustime.jp/GtfsAgency/gtfs_list/


実績No.1 カタログ
GTFS・「標準的なバス情報フォーマット」オープンデータ一覧

提供者：旭川高専　嶋田鉄兵　講師

日本のGTFS黎明期（2018年頃）から更新されてきたカタログ。
ご多忙によりやや更新が遅れ気味…

https://tshimada291.sakura.ne.jp/transport/gtfs-list.html

実はCSVもあります

https://tshimada291.sakura.ne.jp/transport/gtfs-list.html
https://tshimada291.sakura.ne.jp/transport/dat/GTFS_opendata_jp_catalog.csv


オープンデータ一次情報 No.1
GTFSデータリポジトリ

提供者：社会基盤情報流通推進協議会（AIGID），協力：日本バス情報協会

自治体や交通事業者が一次情報としてオープンデータを登録し、一元的に配布してい

るサイト。ダイヤ改正予定データや過去データも取得可能。

今後オープンデータを配布する方や、自社・自治体ページから配布している方は、

ぜひリポジトリからの配布がおすすめ。

https://gtfs-data.jp/

https://gtfs-data.jp/


その他

標準的なオープンデータライセンス（CC0, CC-BY等）以外のライセンス（再配布禁止な
どの制約あり）を中心に公開しているサイトもある。

● 公共交通オープンデータセンター

○ 提供者：公共交通オープンデータ協議会

● 公共交通データHUBシステム
○ 提供者：ジョルダン

https://ckan.odpt.org/dataset
https://www.ptd-hs.jp/


全国のデータ整備状況は？

全国マップ

提供：日本バス情報協会（専務理事の西澤明さんが更新）

全国678事業者が公開！

https://gtfs-gis.jp/gtfs/gtfs-jp-map.png

https://gtfs-gis.jp/gtfs/gtfs-jp-map.png


GTFSの利用時に気をつけることは？
● ダイヤ改正

○ 年に1～数回改正されることが多い。

○ 情報提供には最新版を用いること。

○ データが自動更新されるような仕組みが望ましい。

● ライセンス

○ CC-BYの場合は出典を記載

○ 独自ライセンスの場合は、再配布禁止等の制約に注意。

● 品質・方言

○ GTFSは任意項目が多く、値の設定方法もまちまち。データ作成ツール毎
のクセもある。

○ エラーもしばしばある（自分の用途では問題無い場合も多い）

○ 自分が使いたいツールで取り込めるか、ほしい情報が入っているか、など

確認した上で使う。



GTFSの仕様・理解

GTFSって何？
● 世界標準の公共交通データ形式、元々はGoogleで使われていた
● 日本では「標準的なバス情報フォーマット」として国交省が標準として採用

● 静的データはCSVファイルをまとめたzipファイル



GTFSの仕様はどれを見れば良い？

過去の話：Google版

https://developers.google.com/transit/gtfs/reference?hl=ja

● 2023年頃まで、Googleのサイトにこなれた日本語の仕様書があった。

● GTFSの標準化団体MobilityData版に一本化され、Google版は消滅。

● 今は、標準の仕様に対する差分・拡張等についてのみ記載されている。

https://developers.google.com/transit/gtfs/reference?hl=ja


標準仕様書：MobilityData版

https://gtfs.org/ja/schedule/reference/

● 標準化団体であるMobilityDataが発行している

● 日本語がやや直訳気味、内容が複雑気味

● 最近拡張されたファイルや項目もそこそこ載っているが、実際はあまり使われな

い

● 日本語版はやや古く（2022/12/08改訂）、英語版が正（2024/05/24改訂）

https://gtfs.org/ja/schedule/reference/


日本向け：国交省版 GTFS-JP

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000067.html

○技術資料（仕様書、ガイドライン）
> ○静的バス情報フォーマット（GTFS-JP)仕様書（第３版）（2021年７月30日）

● 国内向けの拡張版である「GTFS-JP」（詳細後述）の仕様書

● 国内のバス実情や、Google・国内CPの実情に合った解説も載っている

● 現在のGoogle等の審査状況に合わない記述も残っている

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000067.html
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001419163.pdf


GTFS-JPはGTFSと何が違うの？

仕様拡張

● 初版時に運輸局申請を意識した項目（pattern_jp.txtの中身, agency_jp.txt…）

● 初版時にCP等からの要望で追加された項目（jp_trip_desc, jp_trip_desc…）

● 3版時に機器メーカーからの要望で追加された項目（jp_pattern_id）

● ➡いずれも任意項目。実際は、設定してもほとんど使われない

必須化

● 運賃系、翻訳系、メタ情報（feed_info.txt）、agency_id

● ➡実際、使われている。補助金要件として要設定。

ベースが古い

● 2019年以降、MobilityDataによる仕様拡張標準化が盛んに行われたが、
GTFS-JPにはほとんど反映されていない

○ 新たな項目を整備しても国内ではあまり使われない

推奨事項・解説の違い

● 基本的には、日本の実情に合わせた解説が載っている

● agency_idは法人番号を使うこととしている

● Google攻略バッドノウハウが一部載っている

○ 路線番号と路線名を併記したい場合に「87王子ヶ岳宇野線」と設定

○ 予約制の設定不可（pickup_type / drop_off_type）

● GTFSの仕様とGoogleの審査方針が2019年頃に変わり、現在推奨されていない
設定方法も記載されている部分がある

○ stopsの親子設定、routeの分け方

経緯と反省

● 初版時は、「標準的なバス情報フォーマット」として、GTFSの上位互換の独自
フォーマットを作っていく意気込みがあった

● 今となっては、グローバルの仕様拡張（誤算）に追いつかない、日本用拡張は使

われない、運輸局申請の検討が中途半端、文書の理解・保守が大変

● フル仕様ではなく、追加仕様・ガイドラインにすべきだったと、伊藤昌毅（初版主導

者）や太田恒平（薄々感じながら2版を改訂）は反省している



ファイルやキーの関係を理解するには？

国交省版 GTFS-JPのER図

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001419163.pdf

● 必須項目、キー項目、ファイル間の関係がわかりやすい

● スペルミスあり（shape_dist_traveleded）

その他

Wikipediaの図（外部キーが明確） TransitWikiの図（calendarの罠が明確）

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001419163.pdf
https://ja.wikipedia.org/wiki/General_Transit_Feed_Specification
https://www.transitwiki.org/TransitWiki/index.php/General_Transit_Feed_Specification


データ作成時に読むべき文書は？

仕様書以外に、推奨事項やTipsが記載された文書がある。

基本的なことは各ツールのマニュアルに書いてあるが、詳しく知りたい人向けに。

Best Practice by MobilityData

https://gtfs.org/ja/schedule/best-practices/

● 推奨事項に違反していると、Validator（検証ツール）でWARNINGが出る

Best Practice by Google

https://developers.google.com/transit/gtfs/guides/best-practices?hl=ja

● MobilityData版にさらに推奨事項が加わっている。
● 違反していると審査で指摘が入る可能性が高い。

GTFS設定ガイド by日本バス情報協会

https://www.busdata.or.jp/?page_id=220

● 西澤明さんによる解説、Tips

https://gtfs.org/ja/schedule/best-practices/
https://developers.google.com/transit/gtfs/guides/best-practices?hl=ja
https://www.busdata.or.jp/?page_id=220


GTFSリアルタイム

GTFSリアルタイム(GTFS-RT)とは？
● 次の3つの情報で構成

○ VehiclePosition：車両の座標、混雑、接近情報など

○ TripUpdate：便毎の各停留所の通過時刻の見込み・実績

○ Alert：運休・迂回などの運行情報

● 「Protocol Buffers」というバイナリ形式のファイル

● 両備グループのオープンデータ配布例

https://loc.bus-vision.jp/ryobi/view/opendata.html


GTFSリアルタイムの仕様書は？

Google版≒MobilityData版のGTFS-RT仕様書

● Google版：https://developers.google.com/transit/gtfs-realtime/reference?hl=ja
● MobilityData版：https://gtfs.org/ja/realtime/reference/

https://developers.google.com/transit/gtfs-realtime/reference?hl=ja
https://gtfs.org/ja/realtime/reference/


GTFSリアルタイムの中身を簡単に見るには？
● ProtocolBuffersはバイナリなのでテキストエディタなどでは分からない

● JSON（テキスト）形式で表示するツールをトラフィックブレインが公開
○ https://traffic-brain.github.io/gtfs-rt2json/
○ URLかローカルからファイルを設定する

https://traffic-brain.github.io/gtfs-rt2json/


GTFSリアルタイムの取得時に気をつけることは？

当日有効な静的GTFSと組み合わせて利用する

● trip_idなどがズレては意味が無い

● GTFSデータリポジトリが便利ですよ！

○ https://gtfs-data.jp/search

○ 過去～現行～未来の時系列のデータを画面や固定URLで取得できる

https://gtfs-data.jp/search


不特定多数のエンドユーザが直接データを取りにいかない仕組みにする

● 国交省のガイドラインより

○ https://www.mlit.go.jp/common/001283242.pdf

https://www.mlit.go.jp/common/001283242.pdf


GTFS活用全般

どんな活用方法があるの？

1. 情報提供

○ 経路検索（Google,国内乗換検索など）

○ デジタルサイネージ

○ 路線図

○ 時刻表

○ etc...

2. 交通分析・計画

○ GISでの可視化

○ 到達圏分析、アクセシビリティ評価

○ 他の情報（遅延、利用実績）などのベースデータ

○ etc…

3. その他自由な発想で！

1つのデータを多様な目的で使う「ワンソース・マルチユース」と呼んでいる



スマートシティやMaaSやDXやデジ電に使えるんですか？
スマートシティ・MaaSの基礎データにGTFSをお一ついかがですか！

GTFS@スマートシティ・アーキテクチャ by TB太田



日本で使いやすいツールは？

GTFS初任者講習会　伊藤先生のプレゼン

https://busdata.or.jp/document/20230706_GTFS-seminar_01.pdf

公共交通トリセツ　Modip諸星さんの解説

https://kotsutorisetsu.com/20230525-1/

https://busdata.or.jp/document/20230706_GTFS-seminar_01.pdf
https://kotsutorisetsu.com/20230525-1/


日本バス情報協会　GTFSツール情報　by西澤さん
ややデータ整備者のセルフチェック用

https://www.busdata.or.jp/?page_id=589

https://www.busdata.or.jp/?page_id=589


GTFS Test Viewer by旭川高専　嶋田先生
ややデータ整備者のセルフチェック用

https://tshimada291.sakura.ne.jp/transport/gtfs-viewer/test-vw/

https://tshimada291.sakura.ne.jp/transport/gtfs-viewer/test-vw/


世界にはどんなツールがあるの？

MobilityData Resources リンク集

https://gtfs.org/resources/

データ整備ツール、データ活用アプリケーション、開発者向けのライブラリなど多様に紹

介している。

玉石混交、いろいろありすぎて逆に迷いがち。

https://gtfs.org/resources/


TransitWiki
https://www.transitwiki.org/TransitWiki/index.php/General_Transit_Feed_Specification

少々古い

https://www.transitwiki.org/TransitWiki/index.php/General_Transit_Feed_Specification


コンテストありますか？

アーバンデータチャレンジ（UDC）
GTFS賞 suponsered by日本バス情報協会（10万円）

https://www.busdata.or.jp/?post=gtfs_awards_2023_results

● GTFS賞最優秀賞　4万円

○ Bus TimeTable by Edge Runtime（代表者：羽田野勇汰）

● GTFS賞優秀賞　3万円

○ 地方公共交通の運用の効率測定を自動化するMaaS DXサービス
（代表者：重山陽一郎）

○ 安芸高田市に人を集めたい！（代表者：赤川颯音）

● 入賞

○ 岐阜ロゲ ver.2

○ 車窓Grapher

その他

● 地域ごとのオープンデータ系コンテストもあるので探してみてください

● 今年は某チャレンジもあるかも…？

https://www.busdata.or.jp/?post=gtfs_awards_2023_results


以下、書けたらよかった章

情報提供サービス・アプリ

デジタルサイネージでの活用例は？

● SujiyaSystems / Camome Create その看板
● 富士フイルム　バス停ソリューション

● YEデジタル　MMvision

など



もっと小さいサイネージありますか？

熊本のIoTエンジニア（ガチもとさん）のM5Stackのサイネージ

https://togetter.com/li/1817346

バスあと何分ミニサイネージ - Speaker Deck

https://togetter.com/li/1817346
https://speakerdeck.com/satoshirobatofujimoto/basuatohe-fen-minisainezi-ac918fca-c2f2-4f51-ae2a-838074f97567


紙媒体での活用例は？

Myバス時刻表 in熊本

https://mytt.kumamoto-toshibus.co.jp/

まさかの一面デビュー：バス時刻表、熊本県内5社の便を一括表示利便性向上へ全国

初のウェブサービス開始共同経営の一環

https://mytt.kumamoto-toshibus.co.jp/
https://kumanichi.com/articles/1183365
https://kumanichi.com/articles/1183365


統合バス時刻表 in前橋

https://www.slideshare.net/slideshow/gtfsjp-243981120/243981120

Webサービスでの活用例は？

https://www.slideshare.net/slideshow/gtfsjp-243981120/243981120


地図上での活用例は？



交通分析サービス/アプリ

GISでGTFSを見るには？
● GTFS-Goを後ほど！！！

到達圏を可視化するには？

● OpenTripPlannerでVer.1までサポート
● Conveyal Analysisが現行バージョン

https://www.youtube.com/watch?v=3ouMTi9sJ8E

https://www.youtube.com/watch?v=3ouMTi9sJ8E


GTFSを使った開発

GTFSにAPIでアクセス、経路検索するには？
● OpenTripPlanner（後ほど伊藤先生）

○ 経路検索だけでなく、基礎情報の取得もできる

GTFSをDBに取り込むには？
● gtfsdb（後ほど岩崎先生）



GTFSを各言語で扱うには？

パーサ・ライブラリ

● https://gtfs.org/resources/gtfs/#gtfs-libraries
● が、どれが自分の用途に合うのか、品質は、継続性は…

各言語で普通に扱う

● Python & Pandasの例は後ほど井口さんから

GTFS-RTを各言語で扱うには？

gtfs-realtime-bindings

https://github.com/MobilityData/gtfs-realtime-bindings

● ProtocolBuffersのライブラリと、GTFS-RTのクラスを内包したパッケージ
● 対応言語：.NET / Java / JavaScript / TypeScript / Node.js / Python / Golang

https://gtfs.org/resources/gtfs/#gtfs-libraries
https://github.com/MobilityData/gtfs-realtime-bindings


GTFSの沼

静的GTFSの方言・品質
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